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【事業の成果】

【反省点・課題】

【改善の方向性】

適切 有効性： 適切 最終評価確認者： 歴史博物館長  小林  秀樹

総コスト 8,206

⑤
事
業
の
評
価

総合判定
初年度調査としては、ほぼ計画通りにできた。その中で、田中家には西町宿問屋であった若林家に伝来した文書の背
景として、田中家と若林家が近世の間に婚姻による親類関係があることや、近世以来の借財により困窮している若林
家を再建するため、近代になり尽力していたことが分かってきた。 Ａ

順調に進んだ

当初、調査対象の点数を２，０００点と見積もっていたが、調査を進める中で、調査対象の点数は大幅に増え、８，０００点の資料調査を
行うこととなった。

２年で行う予定であった調査計画を、３年で行う計画に変更した。また、調査体制を見直し、資料調査のペースアップを図っている。

事業目的の妥当性：

受益者負担額

前年度からの繰越額

総人件費 4,836

一般財源 1,559 1,451

1,662 1,684 所要人員 0.50

再
掲

翌年度への繰越額

その他 受益者負担率 0.0% ⑤　/　⑥
地方債

事業費 3,456 3,370 一般職員人件費 3,792 平均給与額×③
計画額 予算額 決算額

人
件
費

総人件費

県支出金 235 235 1,044

単位

④
事
業
の
計
画
・
実
績

年度計画 年度実績
２７年度　調査点数３，７００点（実績）
２８年度　調査点数３，３００点（予定）
２９年度　調査点数１，０００点（予定）
　　　　　　調査報告書の作成編集刊行

事
業
費

④

名称 計画値

補足
実績値

4,836

国庫支出金

補足
実績値
単位

単位

名称 計画値

補足
実績値

２７年度３，７００点、２８年度３，３００点、２９年度１，０００
点

実績値 3,700
単位 点

③
指
標

２７年度 ２８年度

①

名称 見積もり調査点数に対する調査進捗 計画値

補足

③

名称 計画値

②

②
目
的
・
概
要

目
的
・
概
要

対象 市民および亀山市への来訪者

目
的

田中稲蔵家所蔵の古文書類、典籍、民俗資料、美術工芸資料を、今後の史資料の保存活用へと展開させていく。

概
要

伝統的建造物群保存地区内の旧田中家住宅に伝存する田中稲蔵家所蔵の古文書類、典籍、民俗資料、美術工芸資料を調査
し、近世関宿からの商家史資料を通じた近世、近代の田中家と関宿の移り変わりの歴史を明らかにする。国庫補助金を活用し、
調査を行う。

施策の方向 03:文化財の保存･活用 項 社会教育費
戦略ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 目 博物館費

施
策
体
系

基本施策の大綱 05:次世代を担う人づくりと歴史文化の振興 財
務
科
目

会計 一般会計
基本施策 04:歴史文化の継承 款 教育費

Ｈ27(標準事業)

①
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本
事
項

計画コード 事業名 部名 市民文化部
19320-1 亀山市域近世近代史資料調査事業 室名 文化振興局文化スポーツ室歴史博物館
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